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事業再評価について事業再評価について

再評価がうまれたわけ？再評価がうまれたわけ？

■長引く景気低迷

公共事業予算の減少

公共事業への関心の高まり

情報の透明性の確保

国民の環境回帰指向

■長引く景気低迷

公共事業予算の減少

公共事業への関心の高まり

情報の透明性の確保

国民の環境回帰指向

・環境への影響は？・環境への影響は？

・時代のニーズに合うか？・時代のニーズに合うか？

・他の方法はないの？・他の方法はないの？

　などの疑問に応える　などの疑問に応える

公共事業を評価する仕組み公共事業を評価する仕組み

そのため，国土交通省の事業についてそのため，国土交通省の事業について

時間とともに変化する社会ニーズ時間とともに変化する社会ニーズ

事業開始事業開始 現在現在 完了予定完了予定次回次回

1010年経過年経過 55年毎年毎 55年毎年毎

AA河川事業河川事業(H6(H6～～))

[対　象] ①　事業採択後５年経過して未着工

②　事業採択後１０年経過して継続中

　　　　 ③　再評価実施後５年経過した事業　

[[対　象対　象]] ①　事業採択後５年経過して未着工

②　事業採択後１０年経過して継続中

　　　　　　　　 ③　再評価実施後５年経過した事業　　

なんか，

賞味期限みたい？

計画は今，でも，事業は昔から・・計画は今，でも，事業は昔から・・

AA川流域河川整備計画川流域河川整備計画
(H15(H15作成作成))

AA河川事業河川事業
(H6(H6～～))

BB河川事業河川事業
(H12(H12～～))

なぜ，河川なぜ，河川
整備計画を整備計画を
つくったばつくったば
かりなのにかりなのに
再評価する再評価する
の？の？

再評価で事業を確認する必要あり再評価で事業を確認する必要あり

事業は，事業は，河川整河川整
備計画が決まる備計画が決まる
前から前から行われて行われて
きたんだ。と，きたんだ。と，
言うことは・・言うことは・・

事業着手後，一事業着手後，一
定期間経過定期間経過したした
事業は，やはり事業は，やはり
見直すべき点が見直すべき点が
あるのかあるのか確認す確認す
る必要がある。る必要がある。

　　再評価のルール（千葉県版）再評価のルール（千葉県版）

[誰　が]　すべての公共事業について
（千葉県土木部・都市部所管国庫補助事業再評価実施要領）

　

[[誰　が誰　が]]　すべての公共事業について　すべての公共事業について
（千葉県土木部・都市部所管国庫補助事業再評価実施要領）

　　 流域懇談会流域懇談会評価監視委員会評価監視委員会

地域と密接な関係地域と密接な関係

計画策定段階から議論計画策定段階から議論

１）河川事業・ダム事業であり，１）河川事業・ダム事業であり，

２）河川整備計画策定のための流域懇談会がある場合２）河川整備計画策定のための流域懇談会がある場合
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　　再評価のやり方再評価のやり方

[[中止中止]][[継続継続]]

流域懇談会の結果に基づき河川管理者が判断流域懇談会の結果に基づき河川管理者が判断

審議審議

［流域懇談会

　　　の視点］

　　　　　　　　　 ⑤河川整備計画との整合

　　　　　　　　　 ⑥地域への恩恵

［流域懇談［流域懇談会会

　　　の視点　　　の視点］］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤⑤河川整備計画との整合河川整備計画との整合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑥⑥地域への恩恵地域への恩恵

［評価監視委員会の視点］

①事業の進捗状況

②社会経済情勢等

③コスト縮減・代替案の可能性

④事業の投資効果

［［評価監視委員会の視点評価監視委員会の視点］］

①①事業の進捗状況事業の進捗状況

②②社会経済情勢等社会経済情勢等

③③コスト縮減・代替案の可能性コスト縮減・代替案の可能性

④④事業の投資効果事業の投資効果

今
回
の
再
評
価
対
象
事
業
は

今
回
の
再
評
価
対
象
事
業
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　①全体事業費　　　 ３３億円

　②H15まで投資額　 　２６億円（H6～）

　③進捗率　　　　　　７８％

　④残工事内容　　　　築堤・河道掘削　　　　
　　　

　⑤進捗における課題

　　流域の上流台地の市街化が著しく，

　　平成に入り，10回以上の浸水被害が

　　発生しており，早急な対応が必要

　　

　　①①全体事業費　　　全体事業費　　　 ３３３３億円億円

　②　②H15H15まで投資額　まで投資額　 　２６億円（　２６億円（H6H6～）～）

　③　③進捗率　　　　　　７８％進捗率　　　　　　７８％

　④　④残工事内容　　　　築堤・河道掘削　　　　残工事内容　　　　築堤・河道掘削　　　　
　　　　　　

　　⑤⑤進捗における課題進捗における課題

　　　　流域の上流台地の市街化が著しく，流域の上流台地の市街化が著しく，

　　平成に入り，　　平成に入り，1010回以上の浸水被害が回以上の浸水被害が

　　発生しており，早急な対応が必要　　発生しており，早急な対応が必要

　　　　

視点視点①①　　事業の進捗状況事業の進捗状況
船橋市、鎌ヶ谷市、白井市の３市にまたがり、千葉
ニュータウンを始めとし、都市近郊のベッドタウンと
して都市化が進む。

船橋市、鎌ヶ谷市、白井市の３市にまたがり、千葉船橋市、鎌ヶ谷市、白井市の３市にまたがり、千葉
ニュータウンを始めとし、都市近郊のベッドタウンとニュータウンを始めとし、都市近郊のベッドタウンと
して都市化が進む。して都市化が進む。

　　視点②　社会経済状況視点②　社会経済状況

当該箇所当該箇所

視点③　コスト縮減案等視点③　コスト縮減案等

現状の河川法線を最大限重視し，

土羽河岸を原則とした，

必要最低限の河道改修となっています。

　①想定氾濫区域　４３ha

　②想定氾濫区域内家屋　４６戸

　①　①想定氾濫区域　４３想定氾濫区域　４３haha

　②　②想定氾濫区域内家屋　想定氾濫区域内家屋　４６戸４６戸

平成平成1515年年1010月の豪雨月の豪雨

　船橋市八木　船橋市八木がが谷３丁目谷３丁目

　　視点④　事業の投資効果視点④　事業の投資効果

５０年に１度の洪水規模で発生する被害額は，５０年に１度の洪水規模で発生する被害額は，

ｱｱ))家屋被害、家庭用品被害、　家屋被害、家庭用品被害、　

　　 農作物被害などの一般資産被害額　　農作物被害などの一般資産被害額　　 ７．３億円７．３億円

ｲｲ))公共土木施設被害額　　公共土木施設被害額　　 １２．３億円１２．３億円

ｳｳ))営業停止損失や清掃などの間接費　　　０．７億円営業停止損失や清掃などの間接費　　　０．７億円

合計２０億円合計２０億円

年平均被害軽減額７億円年平均被害軽減額７億円　　
　　

総便益
(Benefit)
170.8億円

H６年～Ｈ１８年の整備期間と
その後の50年間の総便益
（Ｈ１５年度の価値として）　　
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総費用 36.4億円

HH６６年～Ｈ１８年の整備期間とその後の年～Ｈ１８年の整備期間とその後の5050年間の総費用年間の総費用
（Ｈ１５年度の価値として）（Ｈ１５年度の価値として）
①これまでの事業費＋今後の事業費　３３．２４億円①これまでの事業費＋今後の事業費　３３．２４億円
②維持管理費（事業費の②維持管理費（事業費の0.50.5％）　　　　　％）　　　　　 ０．１６億円０．１６億円

　①総費用C（H6～H68）　　　３６．４億円

　②総便益B（H6～H68）　　１７０．８億円

　③費用対効果　　B/C=　　　４．６９

　①　①総費用総費用CC（（H6H6～～H68H68））　　　３６．４億円　　　３６．４億円

　②　②総便益総便益BB（（H6H6～～H68H68）　　１７０．８）　　１７０．８億円億円

　　③③費用対効果　　費用対効果　　B/C=B/C=　　　４．　　　４．６９６９

総費用
(Cost)
３６．４億円

総便益
(Benefit)
１７０．８億円

　　視点④　事業の投資効果視点④　事業の投資効果

　　事務局提案事務局提案

［視点①　事業の進捗状況］

　進捗状況７８％，H18年度完了予定。

［視点②　社会経済状況］

　近年でも洪水被害が頻発している。

［視点③　コスト縮減案等］

　最低限の用地確保で最大の効果が得られる。

［視点④　事業の投資効果］

　費用対効果　　B/C=４．６９

よって，事業を「継続する」のが妥当と判断

［視点①　事業の進捗状況］［視点①　事業の進捗状況］

　　進捗状況７８％，進捗状況７８％，H18H18年度完了予定。年度完了予定。

［視点②　社会経済状況］［視点②　社会経済状況］

　　近年でも洪水被害が頻発している。近年でも洪水被害が頻発している。

［視点③　コスト縮減案等］［視点③　コスト縮減案等］

　最低限の用地確保で最大の効果が得られる。　最低限の用地確保で最大の効果が得られる。

［視点④　事業の投資効果］［視点④　事業の投資効果］

　　費用対効果　　費用対効果　　B/C=B/C=４．６９４．６９

よって，事業をよって，事業を「「継続する継続する」」のが妥当と判断のが妥当と判断


